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ア クチ ュ ア ル な言説分析理論 の 探究
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1 澗題の設定

　1960 年代の フラン ス に興っ た 「構造 主義」の 主

たる関心は 、「主体」の 外側にあっ て、主体の 意

識 ・行動を規定する言語構造や記号体系として の

「構造」に ある（Atkinson　1995）。 フ
ー

コ
ー

（Foucaulg

Michel）は、そ の 思想的潮流の なか で 　 彼 自身、

その 理論的営為が構造主義の系譜に位置づ けら

れることを拒否した の だが
一 言説や権力をめぐ

っ て新たな研究領域を開拓した 、世界的に重要な

論者の ひ とりで ある。今日、フ
ー

コ
ー

の 影響の もと

に展開された研究は 、 枚挙に遑がない 。

　イギ リス の 教 育社 会 学者 バ ー
ン ス テ ィ ン

（Bernstein，　Basil）もまた 、
フ
ー

コ
ーか ら影響を受け

た論者 の ひ とりで ある。彼 は 、〈 教育〉 言説

pedagogic　discourse論の展開にあたり、「フ
ー

コ
ー

による言説と権力 に関する議論 に周到な注意を

払 っ た」（Diaz　2001：86）。

　もっ とも 、
バ ー

ン ス ティン は 、
フ
ー

コ
ー

の 単なる

フ ォ ロ ワーで はなか っ た。彼は、フーコ ーの 言説

理論を 「権力 、 知 、 言説 の 分析 が
、 主体の 言説的

な位置づ けの 新たな形態を提示する強力な試

み」として評価する
一

方 で 、
フ
ー

コ
ー

の 言説理論

には 、
「社会関係」が欠如して い ると批判し、自ら

の 言説理論とフーコ ーの それとの 問には、明確な

差異が存在すると主張した（B  s面 n1990 ：133）。

　本報告で は、バ ーン ス テ ィン が、フーコ ーの 言

説理論を批判的に受け止め つ つ
、 自らの それを

発展させ てきたことをふまえ、ふ たつ の作業を行う。

第
一

の 作業は、両者の 言説理論の 共通性 をみ い

だすことである。この 作業を通じて明らか にされる

の は、バ ーンス ティン がフ
ー

コ
ー

を経由して 手に

人れた言説分析 の フ レ
ーム ワ

ー
クの 意義である。

第二 の 作業は、両者の 言説理論の差異を明るみ

に出すことで ある。 この作業を通じて 明らか にされ

るの は、バ ー
ン ス ティン の 理論的「空白」が補完さ

れることの意義で ある。

H ．フーコ ーとバ ーンス ティン の 言説理 論

H − L 理論的共通性

　バ ー
ン ス テ ィ ン とフ

ー
コ
ー

は、そ の 言説理論

にお い て、言説編成を統制する 「諸規則 rdgles

／rules」 を措定 して い る。
フ
ー

コ
ー

によれば、
「考古学」 とは、「言表／言説」を可能にする諸

規則 の 総体 を 明 らか にす る方法 論で あ る

（FoucaUlt　1969＝1981）。 フー
コ
ー

に とっ て言説の

考古学的分析とは、文字通 り、言表／言説 の 背

後に横たわ っ てい る言説編成 の 諸規則を「発掘」

する作業に他ならない 。

　 「考古学」 にお ける抽象的な議論か ら分析の

レ ヴェ ル を規定 し、可能な対象の 領野を規定す

るとい う文脈に移 して概念化された の が 「言説

の秩序」 で あ る。「言説 の 秩序」 は、「言説空間

の 外側にあっ て言説を統制 ・配分する諸規則」

（禁止 ・分割と拒否 ・真理 と虚偽の 対立）と　「言

説空問内部で の 言説 の 統制・配分を司る諸規則」

（注釈 の 原理 ・稀少化 の 原理 ・学問の原理 ）の総

体 と して捕捉 される言説編成の シ ス テ ム で ある

（FoucaUlt　l971＝1981）o
　バ ー

ン ス テ ィ ン の く教育〉装置もまた、言説

を編成する諸規則の 総体と して概念化され て い

る。バ ーン ス テ ィ ン は 、特定 の社会 ・文化的状

況に お い て、〈 教育〉 言説が恣意的 ・選択的に

配分 ・脱配置 ・再配 置され、不断の教育的コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン を通じ て具現化されて い く全体

的過程、すなわち 、
「象徴的統制 symbolic 　conbOl 」

を司る規制的 ・生成的原理につ い て論 じ、それ

を、「配分の 諸規則 disUibutive　rules」
・「再文脈化

の 諸規則 reCOntextualizing 　ruleS」
。「評価の諸規則

evaluative　rules」 の 三 つ の 諸規則の 総体か らなる

く教育〉装置 として概念化 した。
「配分の諸規則」 に は、フ

ー
コ
ー

の 「言説の 秩

序」 に相当する議論がみ られ、それ は内的（言説

空間 内部の 関係）か つ 外的（言説空間の 外部 との

関係）な言説編成の原理 として概念化 されて い

る 。
「配分の 諸規則 」 は、「内的な秩序化 internal

ordering 」の原理をもち、それ 自体の編成の 原理

に基 づ い て編成 され、「深遠な知（考える こ との

できない もの   thinkabIe）」 と 「世俗的な知（考

える こ との で きるもの thinkable）」 との 問に境界

線を引く。同時に、こ の 知の 境界線の分割は、

社会集 団問の 権力諸関係 に よ り規定 され る

（Bernstein　l990）。こ の よ うに、フ
ー

コ
ー

とバ ー
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ン ス テ ィ ン の言説編成 の 規則は、ともに内的か

っ 外的な規則と して概念化 されて い る。

H − 2．理論的差異

　バ ーン ス テ ィ ン はデ ュ ル ケ
ーム の 影響を受け

つ つ 、「外側の もの が、い か に して 内側の もの に

なるの か」（Bernstein　1978＝＝1985）、つ ま り、社会

的事実が、い か に して諸個人に内面化 されてい

くの かに関心を寄せ て きた。しか し、バ ーン ス

テ ィ ン とフ
ー

コ
ー

の 言説理論の対照化か ら明ら

か となるの は、バ ーン ス テ ィ ン の それ における

「社会的事実」に関する議論の 不在である．

　フー
コ
ーが『知の 考古学』で展 開した議論は、

「社会的事実の 内面化」＝ 「秩序形成」の 問題に、
一定の 示唆を与えてい る。「フ

ー
コ
ー
流の視線に

よっ て見えてくる言説 の 秩序とは、エ ミ
ー

ル ・

デ ュ ル ケイ ム （マ マ ）が い う意味で の 「社会的事

実」 に近 い 」 （赤川 2006 ：19）との 指摘にあ るよう

に 、フ
ーコ ー

の 「言説の 秩序」は、デュ ル ケ
ーム の

「社会的事実」として読み 換え可能で ある。

　言説によっ て創り出される秩序を 「社会的事

実」として措定した場合、そ の 秩序形成にか か わ

るの は 、言説の 「厚み 」（FoucaUlt1969＝ 1981）とい

う概念である。 言説 の 「厚み 」は、「ある言説 の 秩序

に お い て くり返 し語 られ 、増殖して い く、強制力を

もっ た饒舌な知」（内田 1996：41）として捕捉される。
フ
ー

コ
ーが 問題 とした の は、こ の ような言説 の 「厚

み」が 、
「それ 固有の 存在や強度を備え」、「人間

か ら相対的に 自律」し 、
「それ を利用する人間の 思

考や行動を無意識の うちに方向づ けるようなある

種の 強制力」をもっ て い るとい うことで あり、「人は

しばしばこの 内在的な強制力やそ の 作用 に無関

心 であり、それをとくに意識しない まま受け入れて

しまう」とい う事実であっ た（内田 1996：36）。
　フーコ ー派の 言説分析に あっ て は 、「言説を
「諸言 表 」の 集積体（COIPUS ）」として 認 識 」

（K   dall＆Wickham　2004＝2009： 93）し、そ こ に

「社会的事実として の言説」 をみい だ して い く

こ とが公準の ひ とつ となるが 、
バ ー

ン ス ティン の

言説理論におい て 、言説の 「厚み 」に相 当する概

念化をみ い だす ことは困難である。

の関係（内部の諸関係 relation 　Within）」
一 差異

の シ ス テ ム として の 言説空間の 構築過程（どの

よ うな言説が語られ、排除 ・禁止 され て きたの

か）一一
と 「言説 空間と社会集団 との 関係（外部

との 関係 relation 　tO）」（Bernstein　1990＞
一一

“
’tSが言

説 の 境界線を引き、特定の言説 へ の ア クセ ス を

制限す るの か
一一

に焦点 を当て た分析を可能

にする視点を提示 して い る点にある。ただし、
バ ー

ン ス テ ィ ン の く教育〉装置は 、「内的／外

的」 に編成 された特定の 言説が、相互作用 レ ヴ

ェ ル で 「意識」 とし て諸個人 に獲得され るまで

の 、マ ク ロ か らミク ロ レベ ル の 全体的過程の捕

捉を可能にするフ レ
ーム ワー

クを提示 して お り、

こ の 点に フーコ ーの言説理論を乗 り越え る 可能

性 をみ い だせ る（Bernstein　1990 ；2000）。
　第二 の作業か らみ い だ され た の は、フ

ー
コ
ー

に存在する 「社会的事実と して の言説」 をめ ぐ

る議論が バ ー
ン ス テ ィ ン の 言説理論にお い て は

不在で あるとい う、両者の 理論的差異である。
バ ー

ン ス テ ィ ン の 言説理論は、フ
ー

コ
ー

を経由

して、言説の 内的／外的関係をふまえた分析を

可能にする、よ り体系化 された フ レーム ワー
ク

を提示 して い るに もかかわ らず、言説の 「厚み」

が、「もの 」として諸個人を外側か ら拘束する と

い う視点が不在で あるがゆえに、言説を通 じた
「秩序形成」 を説明する こ とがで きない

、

　バ ーン ス テ ィ ン の言説理論に おける言説の

「厚み」 をめ ぐる議論の 不在は、フ
ー

コ
ー

の 言

説理論に伏在するデ ュ ル ケーム の社会実在論的

視点が 、
バ ー

ン ス テ ィ ン の 言説理論 へ と接合さ

れる必要性を喚起する。「社会的事実としての 言

説」 とい う視点が、フーコ ーを経由して バ ーン

ス テ ィ ン 理論に再配 置 され、バ ー
ン ス テ ィ ン の

言説理論にお ける 「空白」 が補完されるとき、

よ りアクチ ュ アル な言説分析 の 理論 を、我 々 は

手にする こ とが で きるの で は ない か、
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